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アナログ放送が終了した。終了間際まで馬耳東風。いよ

いよとあらば、砂あらしを見るのも一興とタカをくくって

いたのだが、多数決にはあらがえず休憩室のテレビはデジ

タルに変えた。テレビごときと侮れない。何を見るでもな

くスイッチを入れ、寝る寸前までうたた寝の友なんて人も

多いのではないだろうか。テレビは家族の一員なのだ。

砂浜の松吉さんは退屈でした。あの悪

夢のような日からず～っと一人ぼっちで

す。ちょっとお腹も空いてきました。見

渡せるところには養分たっぷりの土やお

いしそうな水はなさそうです。「隣町に

行ったら何かあるかも・・・」

松吉さんはヨタヨタしながら歩き始め

ました。やってきたのは南三陸町。防災

無線で最後まで非難の放送を続け津波の

犠牲になった遠藤末希さんという方が住

んでいたところです。

町は、昔の面影はないけれどきれいに片づけられてい

ます。街道沿いの観洋というホテルで一休み。おじさん

が「やっとお客さんも来てくれるようになって一安心だ。」

と笑顔を見せてくれました。でも、人間には「経済」の

やりくりがあるので本当は大変そうでした。ホテルでは

今の町を見ていただこうと『語り部バス』を運行してい

ます。人間が集まりガヤガヤしているだけで元気が出て

きます。松吉さんは自分も乗りたそうにバスを見送りま

した。あちこちで人間が動いているのを眺め、結局ご馳

走にはありつけなかったけれど、何となく心が晴れやか

になって夕方砂浜に戻りました。

夜更けてから松吉さんは夢を見ました。

スタイルが良くてかわいい松子さんという

お嫁さんをもらい、たくさんの子供たちに

囲まれている夢でした。空ではお月様がや

さしく見守っています。
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新年度とともにやっと春が来ました！下の娘も

高校生になりとうとう運動会や学芸会からお呼び

がかからなくなる(笑)と思うと寂しくなります。さて、今年度

も皆さんに信頼される便利なフクタとご愛顧いただけるよう頑

張っていきます！！よろしくお願いします。
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産業廃棄物処分業の許可が４月で満了になることから、

更新の申請手続きをいたしました。当社の中間処理施設

は平成９年４月に操業を開始して以来１５年になります。

開設当初は、物を持っていってお金を払うということ

が、なかなか理解されず廃棄物処分業を認知していただ

くのに苦労した記憶があります。現在は廃棄物は適法に

処分するもの、そして、再利用するものという意識が広

まっています。これからも安心して処理委託をしていた

だけるよう法令遵守に努め皆様のお役に立つ情報を提供

してまいります。

あわせて今回基準適合産業廃棄物処理業者認定の申請

をいたしました。現在、当社は『☆☆』認定をいただい

ています。今回も同等以上の評価をいただけるものと考

えています。

土いじりや砂遊びの経験は誰にでもあ

るだろう。土を固めて山にして、その山

に丈夫なトンネルを掘るコツは粘り気の

ある土を使うことである。はて、土の粘

り気とはなんだろう。感覚的に理解しや

すい表を見つけたので以下に示す。

要するにうどんのきじの状態であ

る。その状態の最大の含水率を液性

限界、最小の含水率を塑性限界と呼

びその差を塑性指数という。

コンシステンシー限界と粘性土の状態

※産廃協会二戸支部視察研修を元に大幅に脚色しました。


